
 

今年に入ってから6月の大阪北部地震、9月の北海道胆振（いぶり）東部地震、台風21号による

豪雨災害等、災害のニュースが後を絶たない平成30年となりました。いつどこで起こるかわからな

い災害。まだまだ危機感がない私達。こうした訓練により、少しでも災害に対する心構えができれ

ばと思い、今年も下田小学校で避難場所解準備訓練を行いました。 

場所：下田小学校体育館 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

下田学区まちづくり協

議会役員、防災部、各区

長、各区ふるさと防災チ

ーム、民生委員・児童委

員、消防団第三分団、小

学校校長・教頭先生等が

続々と駆け付けていた

だきました。 

上西防災部長によ

る、今回の訓練の趣

旨やスケジュールの

説明がありました。 

小学校内防災設備関係の視察 

下田まち協峰

会長より挨拶

がありました。 

防災倉庫には、毛布、特設公衆

電話、保存水等があります。ま

ち協が調達した間仕切りも入

っています。まだまだ充実する

必要がありますので今年度も

購入する予定です。 

 

「防災井戸」が設

置されています。

水が出ない状態で

したが、改善され、

冷たい水が出るよ

うになりました。

ただ最低一週間に

一度水を出さない

と詰まるおそれが

あるそうです。 

倉庫が仮設トイ

レになります。 



 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

体の不自由なお年寄り

達の避難に適した場所

等を考慮しながら、小学

校校内を視察しました。 

 

避難場所運営の問題点を班毎に分かれて意見を出し合いました。 

本部 

模造紙にまとめられた問題点を発表しました。 

救護班 

「かまどベンチ」です。炊き出しに利

用されます。 

汚水槽の上に囲いを設

置し、簡易トイレに利用

できます。三カ所が直線

上に並んでいます。 

 

うさぎ小屋ですが、ペッ

トの避難所にも使える

そうです。 

 

班毎に問題点

を 出 し 合 っ

て、模造紙に

書き上げてい

く作業を行い

ました。 

 

受付班 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

情報班 

各班から出された意見や問題点 

生活支援班 施設管理班 


